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1．序論 

近年，情報通信技術の進歩により社会全体で PC の

使用が増加している．しかし，市販されている入力デ

バイスは，手足の不自由な人が使用することは想定さ

れていない．このような背景から手足の不自由な人の

ための入力デバイスに関する研究が行われている[1]． 

我々は，息吹を入力情報とする入力デバイス

(Blowable Mouse)の研究を行っている[2]．Blowable 

Mouse は，息吹を入力情報とするため，息を吹くとい

う動作のみで操作が可能というメリットがある．本稿

では，Blowable Mouse の使いやすさについての評価

実験を行ったので報告する． 

2．Blowable Mouse の概要  

Blowable Mouse は，ユーザの吹きかけた息を認識

し，PCのマウスカーソルの移動やクリックなどの操作

を行うデバイスである．本稿で作製した装置を図 1 に

示す．Blowable Mouse は，ユーザが息を吹きかける

「息吹きかけ部」，息の吹きかけ認識とマウスカーソ

ルの操作を行う「信号処理部」の 2 つのハードウェア

で構成されている． 

息の吹きかけ認識は，反射型フォトセンサと反射板

を図 2 のように設置して行う．ユーザが息を吹きかけ

た際，反射板が傾き反射板と反射型フォトセンサの距

離が変化する．その距離の変化を読み取り，「信号処

理部」で処理することで，息の吹きかけの認識を行う．

この息の吹きかけ認識のセンサを上下左右方向の息の

吹きかけを認識できるよう，「息吹きかけ部」の上下

左右に 4つ設置している． 

3．評価実験 

Blowable Mouse の使いやすさを評価するために，3

名(平均年齢 23歳)の男性被験者による評価実験を行っ

た．評価実験の様子を図 3 に示す．ディスプレイ上に

は，初期位置と1から8までのターゲットを配置した．

被験者は，マウスカーソルを初期位置からターゲット

に移動するという操作を行った．これを 1 から 8のタ

ーゲットに対して行い，これを 1 セットとして，各被

験者に 3 セット行ってもらった．各操作に要した時間

を計測し，式(1)のように定義される Throughput[3]の

値を用いることで，実験結果を評価した． 

Throughput =
log2(𝐷/𝑊 + 1)

𝑀𝑇
 (1) 

ここで，𝐷:初期位置からターゲットまでの距離[mm]，

𝑊:ターゲットの直径[mm]，𝑀𝑇:操作に要した時間[sec]

である． 

4．実験結果と考察 

各ターゲットにおける，各被験者の Throughput の

平均値を図 4に示す．実験結果は，全被験者において，

上下左右方向のターゲット(1・3・5・7)の値よりも，

斜め方向のターゲット(2・4・6・8)の値が低い．これ

より，本報告で作製した Blowable Mouse は，上下左

右方向のマウスカーソルの操作よりも，斜め方向のマ

ウスカーソルの操作が困難であるといえる． 

 これは斜め方向に息を吹く際，息の力が分散し，反

射板を押す力が弱まったことで，息の吹きかけ認識が

正しく行えないことが原因であると考える． 

5．結論 

 本報告では，息の吹きかけによりマウスカーソルを

操作する Blowable Mouse の評価実験を行った．今後

は，より使いやすい機構についての検討を行っていく． 
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図 1 Blowable Mouseの外観  図 2 息吹きかけ認識センサ 

 

 

図 3 評価実験の様子         図 4 実験結果 
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